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日 立 ≡ 相 保 護 継 電 器
HitachiThree･Phase Protective Relays

猿渡房吉串 渡井

内 容

最近の複雑な電力系統を円滑に避営するためには必

梗 概

的に高度の継電方式が要求され,継電器もこれ

に伴い急速な進歩をとげつ｣あるが,一方継電器を小型化し継電器璧の継電器占有両横の縮少を計るこ

とが最近の課題となってきている｡

日立製作所はこの要望に応え,過電流継電器,方向継電器,比率差動電流継電器,電圧継電器など一

連の三相継電器を開発し,電源開発佐久間発電所を始め最近の発変電所に納入し,その成果を納めてい

る｡

本文においては三相短絡保護継電器を主体とし,これらの継電器を紹介した｡

[Ⅰ〕緒 言

最近の複雑な電力系統を円滑に運営するため,保護継

電装置はますます高度化されてきたが,

はいよいよ複雑の一途をたどってし､る｡

時に継電方式

日立製作所はこの要望に応えるため発変電所の逆転,

系統の運営などに必要な各種の新しい継電器を開発,そ

れぞれ適切な継電方式と相まって多大の成果を挙げてヽ､

るが,同時に近時の複雑な継電方式は必然的に多数の継

電器を必要とし,継電器の配電盤占有面積を増大せしめ

ているので,→連の三相保護継電器を開発し,これが編

少化を計っている｡すなわち在 の継電器は三相回路の

短紹を保護する場合,一般に3組の継電器を必要として

いるが,三相継電器を使用すればこれを1組で｢=]に余す

ことができ,きわめて有効である｡

三相継電器としては単二小型化された単相継電器を三

相分共通のケースに納めた方式のものから,多極式継電

器要素で三相分の綜合特性をもたせた方式のものに至る

まで種々の方式のものがあり,さらにまた使用t川勺上か

らは一般の過電流保護継電器から差動継電器や距離継電

器に至る高速度動作式あるい㍑限時動作式継電器などそ

れぞれの目的に応じ各柘の原理,構造のものがあるが,

こゝでは二,三の日立三相保護継電器についてその概要

を紹介し,併せて諸賢の御批判を抑ぐ次第である｡

〔ⅠⅠ〕旺HV3型高速度方向継電器

AZ型QC式高速度イ/ピーダンス継電器の方向継電

器としてすでにKHV 継式CQ珊｢ 発し,広く

重要幹線に使用されているが,KHV3型継電器はこれ

と同一の目的に使用される高速度動作式三相方向継電器

であるっ

(り 構造および動作原理

木継電器は高速度方向距離継電器の方向選択用として

使用するので,常時は潮流によってその接点を閉じるこ

*
日立製作所多賀工場

第1図 KHV3 型高速度

方向継電器

Fig.1.Type KHV3

High Speed Direc-

tionalRelay
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第2図 KHV3 型高速度方向継電着賢の内部接

Fig.2.InternalConnectionDiagram of Type

KHV3High Speed DirectionalRelay

となく,故障が発生したとき始めて正規の動作をするよ

う電圧抑制効 が加味してある｡すなわち第2図に示す

ように,方向要素のほかに電圧抑制要素を設け,その駆

勒回転力が接.･-さまを閃く方向に作用するようにしてある｡

(A)電圧抑制要素

第3図は電圧抑制要素の動作原理説明図で, 導環の

回転軸の下方に方向要素の可動部が直結されている｡



428 昭和31年3月 日 立 論 第38巻 第3号

第3図 誇導環型三相継電器の電圧抑制要素

原理説明図

Fig.3.ExplanatoryDiagram ofVoltage
Restraining ElementofInductionRing

Type Three-Phase Relay

一般に主線輪により誘導環に誘起される誘導環電流を

ん,極線輪により空隙に生ずる磁束を¢タとし,その間

の位相差角をαとすれば,誘導環に与えられる矢印方向

の回転力はち･わ･COSαに比例するので,抵抗およ

びリアクタを適当に選定し,誘導環電流ん の 旦摘に

対する進み角と極磁束毎の 旦βCに対する遅れ角との

和を900にすると,EA月,gβ｡による電圧抑制要素の抑

制回転力rγは

rr=烏r･ぞ｡β･g即･Sinβ
…………(1)

で与えられる｡たゞし誘導環 流ん,極磁¢クはそれ

ぞれの回路電圧に比例するものとす｡すなわち(1)式か

ら抑制回転力は三角形AβCの面積に比例し,継電器の

動作感度は故障相によって影響を受けることがない｡

したがって,常時は十分な抑制回転力で継電器の動作

を抑制しているが,故障に際しては三相短絡の場合は勿

論,いずれの相の二相短絡においても抑制回転力が解か

れ,方向要素の軌作回転力によって高速度動作をする｡

(B)方向要素

第4図は方向要素の構造図を示し,誘導環および鉄心

よりなる各相素子が同一回転軸に対し120⊂ ご土に配置

されている｡

鉄心の南外脚の電圧銀輪と中央脚の電流綿輪とによる

誘導環の動作回転力は前項に述べたようにん･毎･COS

αに比例し,電圧,電流およびその位相角によって動作

回転力を生ずる｡

本継電器は方向要素各相素子の綜合回転切によって動

作するが,単相継電器に比して動作状態が削准になるた

め,継電器の接続方法,故障の種類,系統のインピーダ

ンスなどにつき十分な検討を加えないと動作回転力のこま

かに逆方向の回転力を生じ,著しく綜合回転力を損うば

かりでなく,極端な場合にほ故障方向の判定を誤ること

も考えられる｡

また継電器の設置点に近いところで三相短紹を生じた

場合には三相とも電圧がほとんど零となり,継電器の動

電圧絹輪

第4図 誇導環型三相方向継電器の方向要素構造図
Fig.4.Construction of DirectionalElement

Oflnduction Ring TypeThree-Phase Direc-

tionalRelay

作が不可能となることもあるので,メモリ効果をもたせ

て動作の確実を計ってある｡

(2)方向要素の動作回転力

方向要素の動作回転力の一般式を求めるため

g言,E盲,E;‥‥‥..各相素子の電圧繰輸電圧

∫ニ,∫言,∫言……‥各相素子の電流線輪電流

β言,β言,β言‥‥….各相素子の電任こ対する

電流の遅れ角

とすれば,各相素子の動作回転力rα,rあおよびr｡は

7㌦=ゑE言∫言COS(∂+β言)

rム=ゑE;∫言COS(∂+β言)

r｡=ゐβ;∫;COS(∂+♂;)
…………(2)

で与えられる｡こゝで点および∂は継電器によって定

まる定数で,∂は最大回転力を生ずるときの力率特性角

を示す｡したがって方向要素の動作回転力れは

7も=7二+rム+r｡

=烏IE;′言COS(∂+β言)+E盲∫盲COS(∂+♂言)

+g;∫;COS(∂+β言)‡･...
.(3)

で表わすことができる｡(3)式は方向要素の動作回転力

の→般王ヒである｡

故障が発生した際,継電器に加えられる電圧,電流の

関係には数多くの条件が考えられるが,こ｣では取扱い

を簡単にするため単機系統一回線送電線の故障について

検討を進めてみることゝする｡このどきの故障点におけ

る各対称分電圧,電流および継電器設臥烹から故障点ま

での線路の各対称分インピーダンスを計器用変圧器およ

び交流器の二次換算値において

ア0=坑£ブα0

ア1=neゴα1

ア=三=坑£如2
‥故障点にお㍍る各対称分電圧
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Jo=ふ∈ブβ0

Jl=右eJJl

J2=ちeJβ2

ぞ0=goEJro

Zl=Zl∈プγ1

Z2=g2eJγ2

相 保 護 継 電 器

………………‥継電器設置点における各対称分電流
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………………‥継電器設置点から故障点までの経路の各対称分インピーダンス

とすると,継電器設置点における各相の電圧,電流アα,アい ア｡および㌔,㌔,J｡は

ア｡=坑∈Jα0+ア舟山1+坑eJα3+goふeブ(β0+γ0)+zlろeゴくβ1+rl)+g2J2Eゴ(β2+γ2-

アゎ=坑e∫α0+n∈ブ(α1▼120)+坑∈ブ(α2+120)+goふ昏J(β0+γ0)+glわゴしβ1+γ1~120)+g2ち£ゴ(β盟+γ2+130ノ

ア｡=坑∈ゴα0+γ1eブ(α1+1ヨ0)+坑∈ゴ(α2~190-+zoIo∈ゴ(β0+γ0)+glム亡弟β1+γ1+120)+g2ち∈∫(β9+γ9←120)

Jα=ち∈ブβ0+ムe〟1+ろ£ブβ9

Jb=ふ三Jβ0+右∈封β1-120)+ち∈J(β2+120J

J｡=ふ£･すβ0+ムeJ(β1+120)+ちeブ(β2~】30)

こ｣で継電器の接続方式を90C進み接続とし,各相素子

の電圧,電流を

A相葉子:

B相素子:

C相素子:

ア8｡=アぁーア｡およびJ｡

f7｡｡=ア｡一Fαおよびfふ

アαあ=ア｡一ア8およびJ｡

とすれば,これらの関係に(4)(5)式を代入し,さらに

(3)式を適用して整理すると方向要素の動作回転力れは

ro=3ヽ/ゴゐiVl右COS(∂+α1-β1-90)

+glJ12cos(∂+7ノ1-90)

+朽ちCOS(∂+α2-β2+90)

+z2ち2cos(∂+n+90)‡………･.‥(6)

また故障点から見た各対称分インヒ∵∵ダンスをgo,

glおよびg2,かつgl=g2とし,系統を中性点高抵

抗接地系とすればZo≫gl,Zo≫g2と考えられるので

各種故障時の各対称分電圧,電流およびその位相角問に

は近似的につぎのような関係が得られる｡

一線接地(A相接地)の場合

yl=gα α1=0

ア2=O

fl=f2=盈¢/go βl=β2=0

二繰接地(BC相接地)の場合

ア1=ア2=厨α/2 α1=α2=O

fl=丘皿/2gl

f2=一方｡/2gl β2=β1+1800

二繰短絡(BC相短紹)の場合

ア1=ア2=丘α/2 α1=α2=O

fl=且｡/2gl

f2=一度¢/2gl β2=β1+1800

三組接地(ABC相接地)の場合

ア1=盈α α1=0

ア2=O

fl=厨｡/21

J2=0

.(8)

.(9)

.(4)

.(5)

たゞし,,g｡i･ま発電機のA相誘起電圧とし,慮｡を

基準位相とす｡

また送電線においては一般に

Zl=Z9

Zl=Z2,γ1=γ2‥=

と考えられるから,(7)～(11)を(6)に代入して整理す

れば

A相接地の場合

ro=3ヽ/3点
Eα2

Zo COS(∂-90)…………(12)

BC相接地または短絡の場合

ro=…ノ盲点Zl COS(∂-β1-90)……(13)

ro=3ノ盲点署fcos(∂-βユー90)
cos(∂十γ1-90)‡…………‥(14)

(1.2),(13),(14)式は故障時の方向要素の回転力を示す｡

したがって方向要素の力率特性角∂を適当に選ばなけれ

(3

醸
圃
監
志

第5因 KHV3 型方向継電器の動作特性

Fig.5■ OperatingCharacteristicCurves of

Type KHV3DirectionalRelay
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第6図 KHV3 型方向継電器のカ率特性
Fig･6･PolarDiagramofTypeKHV3Direc-

tionalRelay

ばその回転力は故障の条件によって発生しないことがあ

ったり･ときには反対方向の回転力を生ずることがある｡

(12)式より一線接地故障の場合は∂ほ00ないし90｡

でなければならない｡また一般に線路の正柏インピーダ

ンス角は450ないし850の遅れ特性を有しているので,

β1を-450ないし-850,γ1を450ないし850とし

｣7一

｣

ヽ

(13)(14)式の余弦項の最大になる力率角∂を求める

∂は5Dないし45つがよいことがわかる｡また100kV

以上の線路においてはインピーダンス角は800遅れ程度

であるから以上の結果から方向要素の力率特性としては

10Dないし200進み特性が好ましいと考える｡

(3)継電器の特性

(A)方向要素の感度特性

苗5図は方向要素の動作特性で,電圧抑制回路を開放

した場合の電圧と動作電流との関係を示す｡図で曲線i

は一相素子に同相の電圧,電流を加えた場合,曲線iiは

三相素子に三相平衡電圧を加え,電流線輪に電圧と同相

の三相平衡電流を流した場合の感度特性である｡

(B)方向要素の力率特性

第`図は電圧抑制回路を開放した場合の力率特性であ

る0電圧線輪に種々の三相平衡電圧を加え,電流繰輸に

三相平衡電流を流し･その位相角を変えて動作電流を測

定したもので･力率特性ほ:王ゞ15D進みになっている｡

メモリ効果をもたせるために同調回路を使用している

,本継
電器においてはこれを可及的小にするため,メモリ効果

とのかね合いの上にたって回路常数を決定してあるので

5サイクルの変動に対しては約40であるっ
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(注)方向要素は電圧回路に110Vの三相平衡電圧を加え,これ

と同相の≡相平衡電流を電流回路に通ず｡

第7図 KHV3型方向継電器の電圧抑制要

素位相角特性

Fig･7･PhaseAngle CharacteristicCurve
of

VoltageRestrainingElementofTypeKHV3

DirectionalRelay
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第8図 KHV3 型方向継電器の動作時間特性

Fig･8.OperatingTime Characteristic Curve

OfType KHV3DirectionalRelay

(C)電圧抑制要

電圧抑制効果は電圧線輪回路に定格電圧の80%すな

わち88Vの三相平衡電圧を加え,これと同相の三相平

衡電流を流したとき約4Aで動作するようになってい

る｡

第7図は電圧抑制主線輪回路の電圧と 圧抑制極線輪

回路の電圧との位相角を変えた場合の抑制効果を示した

特性で,常時は両者の位相角が1200であるから,その

ときの動作電流は4Aである｡しかし本継電器はさきに

述べたごとく900進み接続をするので,平常時には力率

100%の場合4sec(900-150)=15.5Aとなり,定格電

流の3倍以上の過電流が流れなければその接触を閉じる

ことがない｡また某9図は(1)式を示す特性で,二繰短

紹の場合は両抑制電圧の位相角が00または1800に接近
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第9国 許導環型三相過電流推′走器の電流要素説明図

Fig,9･Explanatory Diagram of Current Ele-

ment ofInduction Ring Type Three･Phase

Overcurrent Relay

するので三組短紹の場合は勿論二線短絡の場合も電圧抑

制効果が解かれ確実に方向選択をすることがわかる｡

(D)動作時間

第8図は電圧抑制回路を開放し,方向要素の電圧回路

に定格電圧の三相平衡電圧を加えておき, 流線輪に同

相の三相平衡電流を急激に通じたときの動作時間で,故

障電流が定格電流

作する｡

度の場 も1サイクルの高速度で動

〔ⅠⅠⅠ〕瓦0V3型高速度過電流継電器

前項においては高速度方向継電器について述べたが,

看器は在来のKOV型QC式高速度過電流継電器

と同様,送電線の短紹保護に使用される電圧抑制効果付

三相式高速度過電流継電器である｡電圧抑制効果付のた

め遮断器の開閉操作などによる故障類似の過渡的過電流

で誤動作することなく,また故障電流が常時頂荷電流よ

りあまり大きくない場合においても確実に高速度動作

し,その目的を達することができる｡一般の場合,本継

器は単相継 器のときと同様方向継電器を併用する｡

構造上はKHV3型高速度方向継電器と同じで,電圧

抑制要素と過電流要素とからできている｡また電圧抑制

要素はKHV3型継電器の電圧抑fliリ要素と同一の接続を

するので省略するが,電流要素は異るので以下電流要素

の動作について述べる｡

第10国 KOV3型過電流継電器の電圧抑制

効果特性

Fig.10･Voltage Restraining Effect of Type

KOV30vercurrent Relay

(り 電流要素の回章云力

電流要素はKHV3型継電器の方向要素と同一の構造

で,各素子に萌?図のような巻線を施すと,電流線輪の

電流により誘導環に二次短絡電流んが流れ,これは極

鉄心空隙部の極磁束毎と交叉して誘導環に回転力を発

生する｡各素子の電流線輪に各相電流を通ずるとそれぞ

れによる綜令回転力が電流要素に生ずる｡

いま誘導環電流んと極磁束¢タとの位相角をαとす

れば,回転力は前述のように ん･¢タ･COSα に比例す

るので誘導環電流んが電流線輪の電流∫より ∂lO進

み,極磁束¢ァが∂20遅れるものと仮定し,ん,ゎが

それぞれ主線輪電流∫に比例するものとすれば回転力

r は

r=ゐ豆′′2cos(∂1+∂2)=ゑ｡′∫2cos∂=烏慮′2

……‥(15)

で表わされる｡こゝでゐ豆′は継電器常数で,∂1,∂2が

電流イによって変化しないものとすれば烏わ COS∂もま

た群数である｡

また各相素子による回転力を･㌫,rむおよび r｡

すると, 流要素の綜合回転力 r官は

r五=rα+rゎ十r｡‥
‥(16)

で与えられる.〕各相電流潅(5)式のように養わし,これ

を(15)式に代入すると

Tb=ki,‡も2cos∂+7L2cos∂+ち2cos∂+21bIICOS(β0,β1+∂)+2Ilhcos(β1rβ2+∂)

十2J2ふCOS(β2-β0+∂)I

Tb=ki,Ilh2cos∂+L2cos∂+122cos∂+2I｡11COS(β0-β1+120+∂)+2L12COS(β1rβヱー240+∂)

+2ちんcos(β2-β0+120+∂)‡

T｡=ki′†locos∂+L2cos∂+1;2cos∂+2JもIICOS(β0-β1r120+∂)+2III2COS(β1-β2+240+∂)

十2J2んcos(β2-β0-120+∂)‡

.‥(17)
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第11図 KOV3型過電流継電器の位相特性

Fig.11.PhaseAngleCharacteristic Curve of
Type KOV30vercurrent Relay

これを(16)式に代入して整理すると

r古=3ゐi(る2+ム2+ち2)…‥‖……‥.(18)

したがって(18)式に前項の(9)(10)の条件を代ぺし

て二組短絡および三綿短絡のときの円転力を比戯する三

r壱ニ…-ゐゴ(一芸;-)2
三綿短絡の場r千は

r首=3ゑ宣(一芸て)2
で,三線短絡のときは同一条件の二綿短絡の2倍J一回虹

力を生ずる｡

(2)継電器の特性

(A) 圧抑制効果

電圧抑制効果は平常運転時の過渡的過 よ流 る誤勒

作を防止する一方故障事の感度を支配するので,本継電

器の最も

流を任意に

な特性の一つである｡本継電器ほその動作

整しうるため1.5ないし3Aのタップを

有しているが,

衡動作電流で,

すなわち88V

これは 圧抑制効果のない場合の三相平

三相平衡の抑制電圧が定格電圧の80%

のときはタップ電流の4倍の三相平衡

流で動作するよう電圧抑制を効かしてある∴第10図は三

相平衡抑制電圧と三相平衡動作電流との関係を示した

圧抑制特性で,1･5A タップを使用した場合のものを示

し,他のタップを使用したときの動作電流はそれぞれタ

ップ値に比例して抑制効果も増加する｡

(B)電圧抑制要素と電流要素との力率特性

短結故障に際し故障電流の抑制電圧に対する位相角は

線路のインピーダンス角および故障点における短紹イン

ピーダンス角によって変化するばかりでなく,また本継

電器:ま選択短絡継電器の電流要素としても陸田するので
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第12図 KOV3型過電流継電器の動作時間特性

Fig.12.OperatingTimeCharacteristicCurve

Of Type KOV30vercurrent Relay

第13図IOV3 型限時

過電流継電器

Fig.13.Type IOV3

0vercurrent Relay

第14図 誘導円フ阪型

要素説明図

相静電器の電圧抑制

Fig･14･Explanatory Diagram of Voltage

RestrainingElementofInductionDiskType

Three-Phase Relay

継電器の動作電流は抑制電圧に対して位相角が変化して

も→宕であることが望ましい∴第11図はこの関係を示す

力率特性で,継電器の動作電流は抑制電圧との位相角に

よって影響を受けることは全くない｡

(C)動作時間

帯12図は動作時間特性で,曲線i,iiおよびiiiはそれ

ぞれ抑制 圧を写とし,電流要素の一相,二相および三
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相素子に電流を流したときの動作時間を示す｡すなわち

故 電流がタップ電流他の3倍以上になると 30ms以

下で高速度動作をする｡

〔ⅠⅤ〕そ の他の 相継電器

以上日立三相継電器の一例として,高速度短紹保護継

電器について述べたが,他の継電については紙面の関係

上簡単にその概要を述べると,

(りIOV3型限時通電ミ充継電器

KOV3型継電器と同様,繰路の短絡保護に使用され

る電圧抑制効果付誘導円板型l･;即寺過電流継電器で,同一

軸にとり付けた2箇の円板は対し電圧抑制要素と電流要

素の2箇の 磁鉄心をとり付け,両者の回転力を比麿し

て短紹を検出動作するっ

電圧抑制要素は第14図の構造て,一般の誘導円板型電

力継電器と同様主紺職電流,極線輪電流およびその位相

角によって鉄心空隙間の円板に回転力を生ずる｡したが

ってこれにリアクタおよび抵抗を接続し,適当にその値

を選べばすでに述べた原理のように三相抑制回転力を生

ずる｡

一方電流要素は三相正絹分濾池袋置により正和電流を

〕戻り出し,これを瑚こ目式過電流継電器に流して動作回転

力を与えるようにしてある｡

したがって木継電器は正相電流のみによって軌作し,

しかも逆隕時定限時特性をもっているほかKOV3型継

電器同様の特性を有している｡

(2)電圧継電器

三相交流回路の過電圧や不足電圧に応執する三相継電

器で,KV3型高速度電Jモ継電器およびFV3型電圧継

電器が開発された｡

KV3型紙電器はKHV3型継電器やKOV3型継電

器の電圧抑制要素と同一の構造原理に塞くものである

が,動作電圧を任意に調整できるよう調整タップを附し

てある:つ

FV3型継電器は長距離送電線を無負荷充電した場･合,

発電機電圧の異状上昇するのを防_LL二するのに使用する三

相電旺継電器である｡2箇のプランジャを有する浮子型

の構造で,その一つは2相の電圧による和電流,他の一

っは差電流でそれぞれ吸引力を発生するごとく接続され

その吸引力の差で動作する｡1~な妻_1ち各電圧による電流

を才1およびらとし

‡1=㍍lSin(りf

Z2=Z潤2Sin(山才+β)

とすると,両電磁線輪の巻数を等しくした場合,利勤側

および差動捌の合成電流は

云1+

■■【`l

言2

72

=i,nlSina･t+imzsin(wt+0)

=i刑1Sina,tpi刊2Sin(wt+0)

第15図

KY3型高速度比率差動

電流継電器

Fig.15.

Type KY3High

Speed Differential

Current Relay

流の2釆に比例するから両者の継電器常数

をゑとし,和動側,差動側の吸引力をそれぞれダ1およ

びF2とすれば

ダ1=点(㍍12+～m22+才ml･Z澗2COS♂)

ダ2=ゐ(言仇12+才Ⅷ22-Z仇1･£彿2COSβ)

したがって継電器の動作吸引力ダほ

ダ=ダ1-ダ2=2ゐ㍍1･Z.最COSβ……….(19)

で表わさ尋tる｡

(19)式は(5)式と同一の形であるから,KV3型継電

器と同様の原則=こより三相電圧継電器として動作せしむ

ることができる｡

〔Ⅴ〕結 盲

電州~支術の進歩によって必然的に高度の継電方式が要

され,これに伴って継電器も飛 的進歩を遂げつゝあ

るが,継電器の′_卜斬ヒ,継電器数量の減少によって継電

器盤面の縮少を要望する声が次第に高くなって三 てい

る｡

三相継電器こiこのような要望に応えるためのものであ

るが,日立製作所は前述のように三相継 器のほか,単

相継電器の継電器要素を小型化し,1箇のケースに三相

分を納めた比率羞勤電流継電器や故障検出 示器などを

開発し,電源開発佐久間発電所を始め中部電力東名古屋

変電所,東北電力上越変電所なご最近の最高技術を集め

た発変電所iこ多数納入されている｡

三相継電器の研究と継電器の小型化は今後の継電器技

術の重要な 題であるが,こゝに日立三相継 器を紹介

し諸賢の御批判を仰ぐとともに電力関係技術者の方々に

幾分なりとも参考になれば筆者らの幸とするところであ

るっ
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摩 許 の 超 介

コ ールカ ッ タ の逸

この逸走防止装置は,従来のコールカッタの上に簡単

にとりつけられ,普通の運転時にはなんらの障害もおよ

ぼさず,逸走時にのみ爪をかいして逸走防止用ドラムを

ラチェットホイルに速けいすることにより確実にしかも

連続的に逸走を防止することができるようにしたもので

ある｡

透切の場合はフィードドラムは低速回転される｡この

ときラチェットホイルはフィードドラムと同方向に回転

し,逸走防止用ドラムは補助ロープによりラチェットホ

イルと反対の方向に回転する｡ラチェットホイルの回転

方向にしたがって切換ハンド′しにより爪Q′,¢を下部

ラチェットホイル,上部ラチェットホイルにそれぞれ圧

接するようにする｡主けん引ロ←プが切損したりしてコ

←ルカッタが逸走を始めると,逸走防止周ドラムが上,
下ラチェットホイルと同方向に回転される｡そしてその

回転が早くなり爪Q′または0が下部ラチェットホイル

または上部ラチェットホイルの爪常にかかると,逸走防

止用ドラムは所定のフィード速度より高速に逸走し始め

るのを防止される｡

透切後コールカッタを肩から深側へ移設する場合に

は,逸走防止用ドラムの回転方向はラチェットホイルと

同方向である｡したがって,この場合にも不都合が生じ

ないように,ラチェットホイルの回転速度は逸走防止用

ドラムの回転速度より早く定められてある｡なお,移設

の場合フィードドラムは高速回転される｡ (富田)

装止防走

小 林 喜八郎･盛 武

置

賢

∴ 図

下部ラチェリトホイル

第 2 国

第 3 図




